
　日頃のご指導ご支援に心より感謝申し上げます。

　いよいよ本格的な夏の到来。例年より早い猛暑日が続く中、心配

されるのが熱中症です。環境省も熱中症警戒アラート等で対策を呼

び掛けていますが、今年６月の熱中症による救急搬送者数は昨年同

時期の２倍以上とのこと。屋外での対策はもちろんのこと、屋内でも

冷房の利用やこまめな水分・塩分補給を行い、くれぐれもご無理はな

されませんように。

　本年度から新たに福祉医療委員会に配属されました。県民の命と

健康を守り、誰もがいきいきと活躍できる豊田市・愛知県をつくるべ

く全力を尽くします。
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Topics １ 愛知県議会６月定例議会（6/14～7/3）
子育て支援、防災対策を柱とする補正予算（総額4,382万円）が成立

予算の注目ポイント

４月１日より、こんな制度もスタートしています

ファミリーシップ宣誓制度
【制度の概要】
●性的少数者や様々な事情により婚姻関係を結んでいないカップルやその子ども・近親者（3親等以内）を家族として
公的に認め、各種の行政サービスを受けられるようにする制度
●同性、異性は問わず、カップルのどちらかが県内の居住者であること等が条件

受理証明カードを交付
⇒県営住宅の入居、県営病院での面会、手術の同意等が可能に
⇒今後は保険や住宅取得等の民間サービスでの利用拡大が課題

愛知県基幹的広域防災拠点の整備
（予算額 ： 1,849万円）

●大規模災害時に全国からの応援人員
や物資等を円滑に受け入れ、被災現場
や地域の防災拠点に迅速かつ的確に
供給する拠点＠豊山町を整備
●第1期事業として、防災拠点の中核施
設である消防学校（平時は県内消防職
員等の育成施設）の整備に向けた事業
者選定手続きの開始

「発酵食文化」発信で外国人観光客を誘致
（予算額 ： 2,382万円）

●愛知「発酵食文化」振興協議会の事
業を通じ、味噌、酢、醤油などの発
酵食文化の魅力を国内外に発信
●インバウンドニーズや県内コンテ
ンツの洗い出し等の調査、シンポ
ジウムの開催、インバウンド向けモ
ニターツアー・体験会の開催、
Webサイト制作など

全国都道府県 初



あべの質問（概要）

■発達障害児童への支援

あべの質問（概要）

■子ども医療費無償化（通院）の対象年齢の拡大

Topics 2 発達障害児童への支援、高校３年生までの通院医療費の
無償化を質問・提案（6/24福祉医療委員会）

日々全力投球！

医療機関での初診待機日数の改善に向けて
 ・ 発達障害を抱える児童数は過去最高（※表１）
 ・ 各医療機関での診療に長期間を要する状態（豊田市子ども発達センターは初診１年待ち）
 ・ 原因は専門医師の不足。改善に向けた県の取り組みについて伺う
医療療育支援室長の答弁
 ・ ２０１１年から名古屋大学医学部に寄附講座を設置し、発達障害医療等に携わる
医師の養成を行っている
 ・ 結果として、寄附講座受講者の中からこれまで74名の医師に県の医療療育総合
センターをはじめとした障害児者施設に従事していただいた（2023年度時点）

高校３年生までの無償化を愛知県内全域で実施すべき
 ・ 全国では６都県、愛知県内では70.4％の市町村が実施
（2024年時点）
 ・ 豊田市でも本年4月から所得制限なしで実施済み
 ・ 県内に暮らす高校生であればどこでも等しく通院できる体制
を整えるべき。県内医療の格差是正に向けた県の方針を伺う

あべの提案・要望

児童家庭課担当課長の答弁
 ・ 子どもの医療費については、国に対
して、全国一律での医療費保険の更
なる充実、あるいは新たな支援制度
の創設を図るよう求めている
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【表１】発達障害と診断された
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 ・ 今回の質問に際し、国のこども家庭庁からは「全国一律の高校卒業までの医
療費助成制度の創設については、医療費の無償化による受診行動への影響
も見極める必要があるなど、課題が多い」との事前回答をもらっている
 ・ 受診行動への影響＝「無償化するとより医療費がかかる」という理由だが、
過去何年も子ども医療費の総額はほぼ変わっていない（※表２）
 ・ 県と国の議論の綱引きの中で、救われないのは子どもたち。病気は早期発
見が何より重要であり、子どもたちが健やかに成長できる環境整備を国に
先駆けて進めてほしい
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【表2】0～19歳の医科診療医療費（入院外）の推移

▶近年、各自治体の補助対象が中学・高校と
　拡大しているのに医療費はほぼ横ばい

出典 ： 厚生労働省調査
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